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林業殺系総済簿認 解説

1 埼記○目的Y炭受性

ゐなた方表求2 へ注は冬日 呼衣仕率 uﾡるなさって 

いろ, 祀料でﾡ具*項い ﾡ叙*メい. 米ゃ麦なビ○意 

本一物ぐ スギの立.木シ 生産 して. ネらなえったッ ヌ自太 

で消責したり して 入 *ろげて主活な送っ て いahけ です 

このように. ーカて現会○W入がろり 他方 で义出 べ必要 

と な み、 こ○※引ﾡ父で系し てﾡ糸○段老が も う か、った 力、 

どうかというこYになろ○てろりますな こ○しっかりL 

た 教値 は「め のこ 翼」ぐはつ か、まれない も りぐ す。 ナな» 

ら 工確IにI. そさ つけていないYAも ○広領べ分ら x い 

4○ぐ力ります. .

またろなた力表系は土. 立木. 系風 求麦の手椅、財 

A や 現公 など、 いろいろ。 財艦 をもって おちれます. そし 

てあ なた 方 は. こ。 財准 *ふぐそう と努力な: っ てるに 

ちがいろリません. しか し. 財はク日寄日 ○ﾡ系生活ら 

花移にって、 米が現会になったり るﾡが発ﾡに伏』 

て減ったりして. 変化してゆくる○であります. し○ュ 

木も置しておいても、 太っていろことでせう こoょう
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に財②形縄*内ふはﾡ化して います. こ○現え*る化ら 

姿を よく つか、ん ぐ. ど○ようにしてゆけば、 ・考で条計さ 

冷化してゆくことべるきろか. すな→ちよりよ生汚* 

送りながら 財&をふしてけろか とうことる知ろ

あiてる ま ぬ委なも。 でナ. 私条 とち次って とくに 株 

では. ②生産には及いﾡ商る以致ヒします. 先バゃ 

々代ovさI ど。 よ > なは支力 そしたﾡ系 このような林 

Kなったかということがﾡ百分らないことが多いY恐いま 

す。 こらは. 送一記然ささえすば. 解決すろこと < 

す. ネそのほか. uo木べらろとミは 収ス承物Yえ本く 

るとで>とべ&別まずIて. 一緒z 林地 から取リ 除 か ま 

す. ネ○力Yへ 直ちに造林して おけぱ. 又何 十 年 カ、後一 

ﾡ Wス承が あが りますが そ○林地からはここ当分は 収ス入 e 

見逸 しそつけろことはでさません. だか ら林木*ろ と 、 

Iて I. ビ だけ ―戊 ろか、ヒ いう こY x よく方えなけば な 

りません. そ②ために& 〜系○る済". 「有山林の現 

などが適確に神え らていなけギなりません. こらは 

会 によって与えらろことIになり ます。

そ②ほかに. 会○6系用すば 自己 の 生産物も 

作るらに ど だけのﾡ用がかかったか すなりち 生産ﾡ

ろはっミリ計算来ますから そざく

・いかと\っ た 売り値 0 見当を つけみ こ ヒ ど

す, また秋A対す るし いﾡ料 &えられろ

らIにたってら

未るわけぐ

と\っ 具合

IC 宏の効用は沢uみます. しかし 窓記 さ えつけ く

おば、 自ﾡ $9て ふ老 の 合理とがを成 Yろ 8oぐめろヒ

商¥にお方えになられたらなら そはﾡリぐす. 千※派

」共えの私知って

んんIに ぎC そっけて

卜されよ リ Iて 実えぎし

し入切なと ころがﾡけ

\

て

ろろ林糸ﾡ条くすが 非満Iにた

ります。 訪す ギ. 細かなノー

ふ芝 ン 就明月 しく不 います。 しか

\ろよ う Iにﾡっ ました そのこ

と I. 私込が、 そらお宅 ○A老

/人当

○な\い

ﾡした

は契条

リ

X

し

ろまくは

ど し く

/\て い

の

て

ぐ

/

の 政ﾡや そ ○ 成沢が ミ 子

. 土地及当

か\ ど う か、

は つ

いました が.

リ

と

つ て \なかっ

かんぐいま し

なかっれようぐ

ての 目的は半分しか飛

ﾡえます

Iて し

い う

し ま

決ﾡ

た の

く

よ

し

そ

で

z 、

す そ

て

どの f立、て な

う な結来の

た

し.

す。

そ れ

リ、 そが点理

分 に対して点

そ人は. たんん

か し.

だから、

ざけナぐ

に

検き すると

ﾡ状 は て ろ

巻 に総

ほ

ン

② 人の場合 ぐ き i2述べたﾡ

\なかっ れY云えろよ うIに



から、 こから会まをっけて行こうと ﾡわ Yろゐなた 

方は. 受非とど次のことなにとどめておいてﾡさ及い。

(1ゝ 各日かか、ずつけ»こY. —— こ ほ大変な第カか: 

いり ます。 承ﾡ って下さい.

・2ゝ 毎月、毎年. 寄分期く例えばをよ年商)の決ﾡはか 

らずぐろこと. - ペリ方によっては 天発味派い 

め○です. 絶系そ 大 そ役必くて下さい。

上 2っ9モットーIは. ﾡ% 通じて 皆様 う○生活るﾡ 

か す %原ﾡ 力となろでせう.

2 この考記みﾡ成

-。 袈記氏 京都大学名誉秋授大槻正男先生の到乗 K な 

ろ. 系大式ﾡ条ﾡ済はさ式本Yし と<に林糸生A部門ら 

記こﾡ計予さ 細にしたも○でろります. こ○※の神以は 

※◇4り *す.

1 台依般

固定—台恠 

ﾡ地合ﾡく林光 %除く 

林 林木 合 修

_ 5

物 e ﾡ

大道物 台 ﾡ く林木 そ除くゝ

大物物合恨

大株央 合 ﾡ

諾設備 合恨

流物 文星 合

小植物 台 ﾡ

卜 幼物合ﾡ

小株具 ・ ﾡ

未取光 現物 合 ﾡ

購入現物合恨

中商生准物令ﾡ

流通資産台帳

頁償令ﾡ

2 日ﾡ

現 金 ﾡ物 日ﾡ

労一日記.根

経老日 てﾡ

3 ﾡ功失

現物接ﾡﾡ
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会令ﾡ

普承整理恨

その化 請功伝系類

(※) ここ では 日記転の 解説たけを している, eﾡそ。化

+ 解まI で行 う矛皮てす

-'-

済 注活のぐリうェしく\ろのでろります。 これは.社

A を ﾡ成 し てい。個々2 ふ済が. 生麦 そﾡ当す2 個休

工場で A社 く公求ヒわ夕 ) —— と消共な担当 す

3 個体 —— 象計 —— とがはっま り分れていない「系木」

クィプ°
といわっ型のもっぐ. そを図解すと次のようてな

) ま す.

林来就家終済

3 この 簿記 の 特 長

メ上は この ﾡが どoよう な 恨を 類. ぐ 組み立 < られ々か 

という ことz 就明月 しのてゐり ます べ 次に. こ o 宏か

u林有為 で ある 省ﾡラ ○表系る済る どらょ う なﾡから 

ごoような方法で録してゅく②か - い ば、 

%貫めいてい々方え力% 明 しま しょ う.

<1) この % は林有者 でめろ考ﾡの永京及済を会体と 

してえよう としくいろものであります。

ﾡ 系総済 は &常主ペ 家族 の 分の力* もとして

土地救材"系材料*ﾡって、 ﾡ林茶○生ﾡな老み そ 

②総飛符 ら れた 生産物○ 力ろい○は 直ﾡ消 ﾡし、 スカ2 

6 o は 販光 して、 そ②上Aで消系問○物ﾡや生艦用の 

ﾡ材料なごをﾡ入しり 人*意っりす方»\っス

こみ宏そ ぐは生ﾡ • 消② 商総済 つ ま リ・ 林系ﾡ系の

個 別 & ﾡ会体9 釣まそ記こ録し ようヒ していろる○でろり

ま す. ,

,2, そのあに林朱枚系らス済z ペ*減ィナ入日的*



F
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と ったた生ﾡ公済と専ら消ﾡをヨる消ﾡる済らつつに区今 

し て 記銀 するので力りまナ

生虐る済 とは図○を御るえ い 求系に 得 %じらす 

添糸にな2 宿作 ヌ作 用材林系 商産XYが営in 

ろとこってろります。 こっ中は生ﾡ物が 造様 自泳消火 

さみ かスは販え %かのなく 直ち に枚系○得 

そ形ﾡする円くﾡ作など) と共に. マら○得る形 

す々3円1o 生と z 例lる的 a メ神 ろ部円く 肥作成な 

ど○雑新 内 > ふく まています.

消ﾡそﾡとはもう1もなく 枚系○&老まY*。あ求 

○消英生活をﾡ しま ナ.

ところる. こ○表ぐは. iて 上. 私系ら財Aはすへ 

く 生全る済r 爲すろい○②みとし 消共る済にﾡ表な 

な具 本財衣1会料な ごは財震 と 兄 ずﾡ入. 入手 *同時に 

消料*て しまう toヒして 系 っています.くこは- 

般○象計宏の原又てろります.ゝ から. 消共生活に夕 

<伏わろ 住思 ○ようど○は. 一や こ% 生る済て 

所後 す ろ財度 / 見做し て、 条計部円②伏用訓ふをユ積表 

須に糸じて. そ ○公選だけ生准るﾡから消共る派には向 

けられものと方えて計算しマいます. 同林2条計る済
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○Aといゃっそ一切訳めません。 てらば消ﾡろ 

活 はﾡY すろ 賞 はすべて 生虐&済 か ら 不断に ね p 

Kろv スえ して\ろ 、ら てろります 尚こ。 ﾡでは財 

ﾡを次のよ う&分し て います

財オ逢○&ふ表

土光 く. 畑. 派ﾡ. 林なごは刻ま. そ地- 

なビざ◆めた一切ら土地 >

2 物 く 毎屋. 土及. 堆肥合など一切の建造物)-

3 大植物 く萩して\ろ多年生の木になろるの -I <1ゝ 

て林木%除く ゝ

4 林木 く 針茶材. な糸樹 など一切 り林木)

5 入ﾡ材 ( 牛 ﾡ. 千.形など. こごどるふくめ- 

ろ>

6 大検具 く殺○物価で新ﾡふライ円上9-

7 ま備 (枚道林道.ﾡ光などゐ諾談ゝ-

8 小才物 く財たさ師べろヒまにﾡ際に生えく一 

いろ作物の立毛ﾡ )

9 小ゆ物くﾡ. うさき： あ ーみなど)------

10 小、殺具 くくp. か、まxどゅ小、ﾡﾡﾡ、)- 財

産
 

」 

.

•• 
I
 

資 

産 

一

②

流

動

資/1
 

固
足A

注 

①

準
現
物



-10-

11 永販現物く千の生心物で犬たるへ ※- 

十仕向けろもら >

— 米. 多. いうなど- ②

12 ﾡ入ﾡ物 く 手○球入し飛物で将大&老 十ﾡ- 

c依われろもら> 物

—— ぶ字.配C合飼件 ス-D を ど ―—

13 中商生産場く自分の本老て生虐しび○てわって- 

またる客 ぐﾡわれろるゝ

- 自総の子 堆肥なビ —―

現会 く 手現会 )14

15 単現製 く 預用企. ダ付A. 女式会 未伙入金 ——

3

波
通
資<

有ち券など)

16 系伏 く省入会. 未A) II_ﾡ償-

(3 ) 認るﾡ計らﾡ向を一年Iにしな\

者通っ ﾡ系2 おまましては ノク年る ﾡ午良と L 

て. その期向2 &消 成系 を 計算 するの なm でろリす 

べ. 造林力、ら係に 非ﾡ に長岬 円 を 必妥 v す %林糸生 

を円1そもっ 林糸表系ら記では、 計等期网を-ケ年 

商 と 限友 しては (係 z 基林 と が 対人しないoて こz 

林糸ﾡ条。林業部内 ○生産計通x 図係 けて ータらA 

ﾡく～$ケ年)向 ○及期決 さも行うよう な$みIに 

なってす

4) こ○%紀は、 殺糸る済○個値的な録計算Y物理的な 

て祭計 ○両カセ行うよ うに工央して います.

ﾡて々ﾡ○目的 が、 一父期 mにおけろ 生准 ﾡ求② 系 

をmらかにナろ ことのみにあろなら ボ 生産るﾡ 全体 と 

してY ざけ o ィ 値 べ ど こけナ o 両他根 ○下に生みk 

:かY う こと z系多的にﾡかめ *え未ば 分 

くあろとﾡいます。 しかしなべら. じめ述べまレ 

/ようr. て、々恨○台求*生ﾡﾡ条○改場に役立てよ 

うとすろならば、 価値的な岡保だけ でな く、 ごこにく場 

お ゝ ど だけ ot。 がわ て く 入愛 ゝ どれ け o ・ 

ゆが生産さたかく産よ番) という岡係さ (入ﾡﾡ 

係 )u月 かてしておくﾡがゐ ます. 今%て と云え I*、 

市有が専ら方えられ. そのためﾡは「勘えっ学」でろ 

»Yaりほどでありました. しかし、 この会では 

系並タ く o ﾡﾡ岡係着 ケス名 して おリますように. ﾡ値 

的 •物理的 両 州 面 を 記 緣 し. 両着な結びっけてふ巻 巻

c殺立くようと して\ろるらぐあリます
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(5 そ②ためその目的にﾡもかなっ た 末大大 淑 家経済臻 に 

※千②認入上の工入% しる ○が. こ○会くあり ます.

京都大学○大規え生 は. 房■国 ○天細な浪系&済は取引 

が夕多株であるのえして. . 系引 o 回数は

して多くないoて. 承ﾡな地えな設けRり. 二ﾡを 

すろこと は業継 す ぎろ め. 缀記 ○林式こしくはよりえ

• な 枚式症記 は 適当 ぐないY方えらました. しかしな 

がら ーカ、 報比な大橋ﾡ式。判べ意てにしますv 皖 

言て の主 要目 的 の一っ でろろる老系ら計算が不え会にな 

ると\う夕かんがあリます そこぐこﾡうの 不都 合 な 

点なくみ調飾して. 半式ではろる が枚式記 o ゆ 

さなくちような ※様式 -示次式殺系る済会 - 

そﾡ条され②でろります. この※る赤大式枚泉ス済

ﾡzよって作しためのてろ"ます すなち ﾡ述ら 

価値的な側面 の 記緣計算 は、主ﾡﾡでゐ々「令恨ﾡ」と

r 現会現物日認恨」*もって行い. 物理的 なx御 面 は.補 

ﾡﾡでろろ「労物a てﾡ」 「本老 a 記こﾡ」 ならc「主 

要 速 の 柄要 極」から こない し て行 xい う仕ﾡス 

I2なっていろるのですナ. こら②細は 程 統四すろ こ

-13-

Xとします

なお、ﾡ系る済2っいて さらﾡ強*た方は

入幌正刃着

系品 正信 ﾡ

負な松治 居

を 参史、して下*\

枚糸ﾡ

ﾡ米ﾡ記ら 手ミ

新し ﾡ家会ま

高 氏ネ S。 円

シ 4e 円

ﾡ令者 円

4 記法の説明

(1) 現金 現物 日記帳

意系○日々ら 現会 ○しれ. 及び生産物の家計向け

を月 日ﾡに記入す ろﾡ系 ぐろリます。 こ ○み然用絵形式は 

次のような 「月 日」,「摘要」.「現金取引 丄 「生え物系計仕 

ﾡけ」。 るﾡ か、らてまています

現金現物日配帳

・ s
現Aﾡ引l

• 番 番 ・- 季マ番ずマ デ*番業希番*義 *等み幸
生た物条+ 
イ や け43 入 支 く

残会

目4入
雑 
ヨ 支 水 え出支虫 数 至 価 M

--------- ---- 円 i
1

円 円 可

_________- ___________ -----3

・.. 1

--・ J
___- .____ 1

_」
*"

1
----〜・4 ___I___ J ー ・ ・*____t____ 5 !___
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「現会取」ﾡは「Wス入」「夕払」「残A○3ね2分 

てリ 天「4ス入」は「確目」 「六行的収入」「貼虐 

的収ス入」○3に今か. 一の入はこの2ﾡら 収ス入 に 

仕 択 けして 記入 せ もれ. そら②ﾡ目名さ 「ﾡ回」ﾡに記こ 

入す々こYIになっています. 消目のこ分系は財A的収入ヌ 

出. 得納総収ス入 o 内 &イ示* 参ﾡして下*い.

ス入は 現&を永けﾡ»ことくありま すべ その中c 

然け ( すなりち 用•得>IZなろ 収ス入 Y . 将 てならない 収入 

とがろります. こ②2っを必分して. 行になみ収ス入は 

「m符 的収ス入」稱 . イ け にならな い収ス入は「財産的入」 

梱忆 記入 します. 尺とえは いろいろなﾡ虐物"糸糸生川 

物○販光4ス入々% ほ じめ. 配当食子・牛写賞ﾡなど財震 

用rよ2収ス入ラ外、 係総、 あ具るﾡ. 古m②え却収入。 

上 な偽けえなる吹ス入がすなわち 将 的 Wス入 くみり ます. 

こC対して 「財産的収入」ヒ は. 商 じ<収入ぐ ゐって8 

なんらﾡけにならない 吹入 *いいます. とえ . 土 地

物 な v。 国父資 マ株泉 供券•な ビ有価紙みら 光却収入 

数Aマ 預公 など②引 し 収入. 賞会" 未収公○&済タ入 x 

らび2僧会な したことてよって うけとろ 収ス入 ②ようなめら

-15-

がこIて当 リ ます

こ o 場々林地 生え物 e 元込«入は 系ﾡ 上注意 そ 必要 と し 

ます. 木○央ミのこ○ように、 冬年生えくくろ 林全 物 o 

受払収入は. 我度物 と 间糕に. そ○年○将的収入に入 

◇とYがべ来»が. 函ﾡ全令ﾡに○っていろ立木く用材 

くろって e 新人材 でろっても ゝは. 派気 てきえばそ○年e 

成長今けがそ○年○個けにな»○でゐって Yえ I. 

成及 し た ふ以上 z 採 ﾡはぶ本 な会、こんこYiに

な 々わけぐす。 そ②場令は 林外木 という函火ﾡがﾡ常と\い 

う ﾡ通 産 に ﾡ形 しただけでろりまして. こはたYえ ば 

$震 "土地さた却したのと性ﾡ上ﾡリはなく 「x才た t 収 

入」Yなろわけです. ところて. そ②年○広長ﾡがどだ 

けナでろろかな車前にtめろ こヒは央際Iにはむづかしい し. 

林木 Iはﾡ及武 だけ イ戈 られ る の で は なくて 年午によってっ 

/リらYなかったリすろものですから、 午及未"分期え 

○決算ほは林木保収入る ベて「財准 的ス入」x して お 

・ あヒで述べろ 番ﾡ 令ﾡマ 分期 計過る よ< 検計 し 上で、 

決ﾡ○とさﾡけになろ 収入 すなかち 得的収ス入 Yイけに 

ならな ス財&的収ス入 と IC 今 く仕訳 ゝすろのでろり ま
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う・

「ヌ女」ﾡは「ﾡ目」 「竹将的メ女」「家 豺又 出」「財 

産的糸」 の4ﾡに分か. 一ﾡ○ヌ払はこ②3ﾡ○糸 

rそ4訳 けして こ入 し. かっそら○ﾡ目る*「ﾡ目」ﾡに

入しくおまます. 種目 の 区分釆 は競度的収入大必. 行 

鈴総ヌ女 家計英 ②稚目 別 内な例 示 % 参、して下*

次ムめ 以ス入とﾡレく祝少の支ねぐろりましても. ﾡこ 

なろ次払とﾡCならない払ヒなめあります. たとえば土光

物、 大ﾡ物人び大検具 な ビの ・文心を購入 Lた支" 

株求. 償券なビ○有個をかをﾡ入した夕法. 関会"ダ付け 

○次め○メ、 ﾡえな○め○央払らようなるらは損に 

ならない央. すなわち「財心的メ」でんります,何故 

なら. 現会はていくが それだけ②個値○財が入って 

さ て ﾡ准 ・して 残る % ら 根忆は ならな\らでろ ます 
・

2そ対し、ﾡ2なろ夫必という○. ﾡ入レなもeか 

多く. そ○年水内に消ﾡさてなくなってしまうようなる 

○対すろえそ\う。でありまして、 ネは「条支払」 

x 「各的ヌ」 とからなります. 「系計メ払」 tいうo 

I. 枚新め消ﾡ生活Iﾡなナベての現A4 なとえ 

系具、 本服 反物、 通. タバコ. 魚 遠. 砂などのﾡ入 

ﾡ払*染料、 条際ﾡ. 今付会なご*いいます. 「ﾡ的

」立やうのは. 「糸計央」Yアじようにﾡなる支 

女ては あリます べ、 「象計 え J べ象求② 消ﾡ生送 ○n» 

の純消買的人幺 でカ29 に 対しまし て. 系がﾡ を年る 

ため1てっ い くす支出を い うのでゐります. とえ Iギ労 項 

卜作# 料 スど子なごそえねっヌ4」 肥料、御料 

雅. 小ﾡ沢 なxど②ﾡ入し.央よら ような らでろり ま す
.* ・

&林 ○めらﾡ木ﾡ入共" な 人大 質 入 次 下 対人 大 負 ぐ 

抉打、除休で同向べゐ入な公共は、 及茶生産○ﾡ◆○ﾡマ 

ペ 及糸 労気なごと同じような 得 的メe ょう です かマ こ

さ 「符的支」 ¥ しては取りわ ナ、 収ス入でマったと 

同lじく 「財准的人ム」 とし ます. 何教、な ら ば、 スだけら 

函文ﾡﾡとして。 し林資准 が ﾡさっっ 方ふ人らそす 

こ o 林 Yﾡ杯。 取ね % す2つに注物に関係すふス共べろ 

ります. ﾡ物○竹衆. 改東 及 次 入後 縛 に要 した夫 と く 木材、 

&. カワラなどはもちろん 大エ o 労 まで ゝはすべく財 

産 的央であります。 しかし. 物 o 小絶 ま は ﾡ神 o

z乃今文は. とえイﾡ用の ﾡ物 ○ﾡ持ﾡﾡでゐり ま し
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て. すベて「汚得 的A払」YLて 取ね います. こころで 

大修ﾡY 小修総 o &み で す べ. 一応入修と は. 多六が 

そ○女ﾡ② 減信却頼ら ス〜3ド以上なろもらとし こ

* 「財虐的入」 x して 取 うこYにします. しれが? 

て ネゝメ下② り○か「常的ヌ払」 くxろわけくす. 減個 

償却とは. あとてﾡしく就明す。べ cヒえはﾡ合○新系 

大ﾡが/み円かかったYL かっその 物べ よ力年向似用 

*ろとするセ/条に は--2パ全一 = .eee 円 け個値公減 
・

2 こと Kな 2, このよう図え負産べ時。 る通 と 共にﾡ 

が減方ことなみこして児積ることそいうのぐろリ す

そして 物. 宅○家計伏問都分は. ﾡ糸総物○糸 

須当す2もらる ○方法で算して ネに系 

供用○割念を糸じてﾡ女し. 条計へ○仕向けとして 「お 

はﾡけ」欄 記入 する方法なYろ○ぐありナ. 

狙税公採は「ﾡ税そあめ. 町村良税: 協同組合賦魂飯 

ﾡ協裁会ﾡ など 九 すべて 所得 Iに試課 *ろも○で»リ 

ますから、 行的ヌ払として 系 います.

枚条がへく ﾡ人Yか (nA とかまんは 村役 場なビゝとす 

ろ取引②大都今は ﾡ会の収入. ヌを件うとこ方ら現&

-19-

釈 ぐます が. 一般に 枚がにおてめ. こ◇外に. ﾡ 

公の収入・メそ件hないところ9. 次のような返引 が行 

Pています.

a 神卜R引. 叩ちかえり. 神項い

めゝ 扱替系引. 叩ち当座舟会さ通じて○を頁

c) 物々 夫根不引

しかし. こらのR引 : ネぞ2っ現公ﾡIて分解 

して. 現公RYして 「会取引」に記こ入す»らでろリ 

ます .

a) 神え真平引

Q) 株卜えリ

生 物 o「神えり」*. 生虐物 *現会えりし そ○なる 

一け京いまにべしも○く力ろと方え ①生虐物ら 票金え 

リ又 入 ②項い主へ欠念のめら女 というスつ○現公求 

引l&分解しくまこ入すろことIそします。 すなわち 「リ 

入」と 「質全糸ム」 ○ス 現金求引I ヒ してこ入すろ○でろり 

ます.
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〔 我 例l〕 ダ月2o日 ﾡ、シ /poﾡ〔ﾡ 例］〕 $月/0日 ろ米 スる

現 物日 記/帳

消水ﾡ汚 

/2貧当

? p。 円

よ リﾡ います

アS。 円

月の日 上 ﾡけ会

犬 う

<ii) 払直い

まﾡ料②状承いは、 fC料向から催Aして. そ○Aで肥 

料 そ 会ズ し た. もの であ みと 涛 えて. ①肥ﾡより僧会Y 

②貼入料 e 現会X 4、 Yいうスつの現金取Yして取 

ねい、 「Aりス入」 と 「買い支」 というス祝金取引とし

税. 会 ﾡ : 引taz 4 ん 、 、* ・ 希 一 ・一 、 ― •
4タ 入 犬 im

呂
河行の 

入
財的税 
りヌ 入百

済符的オ注6 
支!ヌ 必

条 計 
ミ 当」

午
/o

玄米ス石R誌高店74
ﾡ る当 8スe0円 ※

円
/4keo

円 円 円 
4«oe

PI

1

- ____ _ 二- -:

- -- 1

------- --------,- --------: --- 一:
-- - - ・ ・ ------------------ 1 

!

― -

8
22 円上チかけ会烈入

末 
収夕 /442o

-
1

i 1

--1

区权

/ ﾡ会2S22円

現会2Sc2円

残
家
離
済

てて入します

そ条、ﾡ
残会

生た物永計 1 
仕向け

I

円

まて、恨現、少物 /日

(i) ﾡえリ

扱替えりは. 販え会を飛公で受け取らず、 そ○公ぷ 

z自②るって\ろ 当産贈会に り込んで % らう 販え京引 

くみろりますから. 生心物を現公たり し. -旦規会*収入し 

しかるI2 そ②Aな 組合2 財会したと方え ①は産物ら現



ア 
よ

公えリY ②月会 というスっ○税公系引分解レ 「え 

り収入」と 「ﾡ会え払」 というス現公取lYしてを入す2 

○ぐみり ます.

〔 例〕

7月^目 小 ス依組Aへ プ p、 当

替え リすろ. ./ な422q 
/ 

/ チ会くoo円 
俵 当 ソ / oo 円 / -----------

/ 会/ j
現 会 現/物 a こ 報

演
家
略
淸

/

酒 夕 ど 入入
全 及 

ヌ
河ギ的 
夕 入

オた、的 
夕 入入

於 商位-7 以た的 ―

—23 -
貯食引し」z「ﾡ夫と」 という 2会京引 としてまこ

入しますす

〔 教 例小〕

日/て ﾡ、現金現

|

)タス銀令へ営元リ 
す 依当リ /89円 支 く2o 紐 円

久山

ヌ4oo
又 k

- 学礬ま 

会 ス

ス 入「
一％_____ う!

系/ 出x 所奇65 財才ﾡ色う * 存( 好屋用 み 
日収ス入収入目央 広 支 、 又 超

迫石/oox 紐合 よりねﾡ( 
ﾡい. 0文野ッ 4よo円 メT

円 円
4$eoFe 

- ——

弥 会

生艦物み 
向け

a ※
&.$oc

支出.又セ

(i) 替ﾡい

扱替京いは. 当貯公をいるビして. その公で入す 

ろこYでろりますから. 現会 z 額合財公か ら カ も 以 して. 

そ○Aぐもって 肥料 そ 会 項いしY方えて. ①W会○引

さ&しと ②現会ﾡ\Y\う2つの現A取引て分ﾡし

(C) 物々 交換取引

(i) Y物Yの②次

ﾡ々糸ﾡも円ﾡでろりまして ﾡす々る物*現会えり

しマ. そ○公で受ﾡるる物そ現公ﾡいして方えて ①る 

の○税&たリ ②現金ﾡいという スっら現会ﾡ引 と し て取
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り込い. 「ﾡリス入」と 「ﾡい文水」 というス ﾡ 金系引外ど 

してて入すろ○でろります.

〔救 例)

4月a る米 2ォY 

ﾡ名みシォヒ う検 ナ. 

見区リ四 /44o 日

さ 米 /

__ 現全24ee9- 

/wL会/xx。n \

成
家
経
済

/ バ 独 もみ

摘 受

--  ------ ィー------- ----------------
__ 現会 ﾡ_____引 生た物意 : 

仕は向けス /入| / 火 ・〜A 入
番的?

夕 入
殺1 | "釣

1 入 ご
財た的 

夫 出: 夭产

みス会 -T 一

之木ユ斗とオス3+ 
と女投す

米

商 

/<o
円 円

_____ 1 |

一円 商

I <

円

1 1
1

* !1 1

: ■
----

1

1

<ii) 現物労分独受入くﾡガ物着の場令)

労物Y物と○タﾡぐ力ろ ﾡ物 労質の協合心 まん一ﾡの物

々交換でろり す 枚表がる老土スはせ滞Aらﾡ物な他く ・

z 供 し a 場ら ①現& 労と して そ②物の 代価 さけの現

現

現
 

r
 

のつ 

て え 房た し 入購
2

物てつ 芯  々益 の そ
②
 け 笊 七 余

と「物の現会 い夫」と金労 久文 け ヌ入」

会取引 そ分解 し て まて入 します.

( 扱 例1〕

4月&2日 現物秀 ﾡとして

もち卜/斗 ヌ入

(/斗 /又◇。 円 )

いうス

労 イカ

死会/スc。 円

会ノ22o円

米

(

質

有

力

あC

陽
合) 

取

求

終

済
.

現 会 現, 物日そﾡ

(ii) 現物央(ﾡい主の場合)

恨ﾡ系べﾡい主まくろろ場合るIは. ①その物さたり、 ②

その会で労質をえねったと方えて、 「そ○物○た却収ス入」 

y r現会労質メ氷」 なろ2っの現会取引z分解して及り
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います

・ウ

このょう. 他人Yo取セべて 税A取引 と して取り

扱、う時には 掛、けﾡ引る物々 交取 すべて 「 A取引」

オ2 うて 入 とがてまっのくゐリま

(設 例1J

//月a 現物 気Yして
/

新/o永ﾡう /° // _
未当 ～o円 パ/ J/ // // /

現 A 現パか 百,'記

2

いw

提

合

て金22"
今 op 円3

チ イ
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や 消女ふ済面に円けたﾡ合に. そ今※ﾡ及スが価々 

て入します. 毓業 数. ﾡ. ﾡ炭など*はいめYし 家計

仕 向けナろ生 A 物 o 大 今○5目は赤へ仕向け 郊及 

入すろ○は. はんさっでろろ か ら. 宜 え者しておミ. 寄

ネ/ ヶ月m②仕向を朱計ま入するﾡﾡ法そビ り ます.

と か し.米まx ビは 米びっあけれ日に そ○た 次 ごと 

入 したうべよいYﾡいます.

「条計向け」ポ。 ﾡ系経 済

" 現物労災てしてﾡeネ 
ケ 夫払う 永ちリ o円

1 1。曲
---

應

た

-7-
的

炽 入
ﾡた的ﾡ4え 入 呂

円

420
F；

金 取、 
ヌ

生永 
住阿け

所e ﾡ産的「承
え 夫 、ヌ出

円 同 円

20 i
数堇

(V) 生産物察計仕向け

系後「本計はﾡ け」欄には 表教が自求で生産し米

. ﾡ殺. 系央. 線系. 鶏卵. ﾡなY○生A物々図解○夕

②系ナ上う 枚安○ス※の内郭そろろ生准&済新高か

祭置」 神 の 記こ入例Iて お

いて 24石○たた両有て

米と記入さて おり 

ますがこは 現物条計

生

産

基

済

部

門

、

イ土岡けIは. 年 及 末 の 果 十そ おい て. ーラそお\て は f行 f9
然入に. うそおいて は 系計総え にれますの ぐ.

M符«総収入立してら r\」 九条計総入としてo「\」

いうであります。 ダイ 

とあろのは. 番 6総収ス入 ヒ 

て o 割 公物 という ﾡ宋 そ ろ 7 

てﾡ積り ま 3

コン$貧の場令「琉」 と「る」

し て②ﾡ系と赤総払Y し

ます. なお. イは足先ィ

米は生産者イ が 公父て(ます○ぐこ
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*伏いますが. そ化ものは市場からたﾡまての

運須*送引\て入 先 格 な 見詼 り用vます

〔 条 例〕

月 オ 日 ﾡ玄米 斗条計土向けくﾡ米) (ﾡ当リ&ス00円)

ス82 円

月 S 日 裸ﾡ 汁糸計向けくﾡﾡ)くる当リ8cp円) /アッス2 円

3 月ノ日 家計仕土向けく月) ダイコ ン $ﾡくﾡ当リ円) / 円

间 ネ ギ 今Xく ン よ円) /42 円

同 /。 ク く/ナ当 リ/ヌ円) /2 円

/oく/未当リ «0円) くの2の冋 円新

/ Jク。 円]

現 た 、 物日ﾡ

物名地用役(条 )

冃
--- - : -
产 ﾡ糸沢2た条計仕行け請
$(木)/石リ 8200円 j

--

ス 
行的4ス 入

和

会 
入 
東のﾡ 
沢 入さ」 
寸

ダ
さ

赤可
※ 生 円

二 „!

系 
払 

円

"
i ■ -------- ' 1 、
生た物条 

イ上 向 け
家 豊 レ』

「茶 来］ - 河

「--- ---- ---- 1
r_- ・ー --- j

--

.... a-v--・

-:
・---- ー ・季でマ-マ----- -一

IT------------- ------ ------- i 二

・ 株ﾡ。4る条はイウa! 終奏)石当 り gSo2円 こ す 玄

2 <タスe
・コ

-—---
・

- -- 二
------ ---

み月木に は ス入 く 相 的タ入 ・ 財産的収入 )、 次くT 

ィ的夫女 ・ 条計メ払 ・ 財准69 ヌ)ら rて 生産 物条計件 

ﾡけ。 な o. そ○月○計そそれてﾡ払して $て入 して 

く よクスします.

なお入 生Y& そ九ぞれネの 頭部 Iて「ﾡ目」と 

いうﾡがろります. こは ・ス入 ・ メ払のいちいちら場合に 

そが ど、ん な 種 目忆為 す ろ○かな分ﾡし てて入すろでろ 

リます が、 商僕②ため 戦& %用いろ ことIて しており ます 

参汚 ○め 2確百に記入 ナ 々 分類J更 日 ○略称、な ら & 

ﾡ 目 o 内祝* 表示 す れ ば次ペ -ジ。 とおりで ろ ます.

な お 受ﾡ I . 収ス>入 の原因べはっ ミリ つかめ方
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ようそ. 「何<」 「どたばけ」 「Iに」 「何メでIる」 「何② 

なめて」 と\っ市柄* 明ﾡIz まこ入すろようてします こ 

れはあとIなって、 分 で 改場 計画 z大\z 役立 ちます

走物 そ 地 用 役

この弦 では ﾡ物 字地○合新を生ﾡる済用 ○A と し て 

取リスっ。 ぐ. ィ &済 はﾡ物を地 用役くイ用 ) ○-る 

そみ計る済I仕向けていろとみて そ○仕向け用ﾡくナな

ち 見状ッ 地及 い見損り e条久 > % ﾡ教為 告示/ 3/£ 引 

く93ねスク年 /ス月)スよろ 地代 条 ﾡ統訓 価繰2よって部 

価して 「系計仕ﾡけ」神 Iz まこ入 すろようてしておます

共 名告示によろ統制月ﾡは次のよ うてえゝらて り 

す.

地…… 函え産採税令ﾡ価額 X ーー

家賞 ...  函え 准 課税 合 ﾡ x X 一 十 故〃 円 * 数

ただし 1 ②地・物と1に頼に系計ﾡ用幸な条じた

Mit 上記こら係救2条 ずろ

2 物翼さ画え全ﾡﾡ合恨価Aて よ らないで京u 

し場合z め. 固及式産課税合 帳価額 の る合I単じて糸負

財えた的収入・ 夫出ﾡ日別内意例示

理 日*4 一 辛等。 義 ・ =
昭&、冰 内 &

; 土 光 ェ
土くa *・ムォ木・派予などゝつパ入夫女ならY入I< 
円すろ基念てその化の所外入確ﾡ夫スどえ払ス入

物

三

物新衆. 改系及大結支よ・及がﾡた却4入

同 物 大 地 大値物の購入. ス がﾡ部入
-----------------___________ --------------------

* ・ や
: 大 物 大ﾡ力物く牛・写・ とッジ、プxどゝﾡ入ヌ払. 及び月た 

さ叫4入

大校具
_ _______________

大 株

- - ---- • ------ - --- - - 1 ------ 1 ■ " -- - ------- ------------

大ﾡ具のぷ入支、及び対収入
-- -------------  

ﾡ令好会 印 ・ 所
"1

組令会 今 貯会糸 スど戸引し 吠入

項月全 銘 ・ル

- --

イ貯会 ○x公対ム、&ど岡引払L 収夕入

銀行預公 外 預

------------------------ - -------------------- ・ 

今行預会っ預会・ 及ど同引払い収入

資 付 会 箕 気公○災"対 及次同返済又け入れ収入 

■
未収入会

' ' 「- -

未 ス たﾡけ質し糸 及びﾡ卜け金受け入uス入

ﾡな子ま 請 ﾡ4子らカト込スス女、及び返礼収入

4◆係険 係 生今係険ら込み夫北、スび同ないも どレヌけス入

座合*幻会 小 A 紐金业資金 0 払4みえ出. &ﾡ液収入

扑 分 株 株み○払込み糸ならど1てﾡ入 及岡た部収ス入

公社係系 僕 公社偵冷ﾡ入ﾡ. 及び同ﾡ却収入

借入会 ( 相金返済え必.氏な借金収入
"で------------------------------ 

未 払 金 米 4 貝掛け金 の 穴払い 天夂 ス京掛け ・ス入

林 木 る 木の え 払イベネりス入 ス ど 堂機 ﾡ用ﾡ用
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Tイ 的 総ス 入ﾡ呂 ラ】 内 ふ 示

目 o 泳
_______ 内________________ふ ■

米 米
玄木くうろち、るわゝ ○販た収入ならとI2条計向け4入; 
だしくすネ・ワラなどの 稲ﾡ産物 入はﾡ収入の中 '
2今ませる.

ま ス 次 愛
杯支・小支・大麦・アフ・ ヒエ・イズ・フズキなどの販た| 
Mス入な らびそな計向 け4ス入

系 跪
ナス. トマト・ キュワリ・ スイカ・エンドウ・インゲン・ ニンジンア 
イコン・ カンラン・ ネギ イタく ビのメえ収入及び糸 :
向けス入

系 天 ・ そそ・フ・リンコ・カキ・ ミカン 預の 財ス4ス入スめ み 
ィ土ﾡけ収入

*用作生 産 物 将
クイマ、ナクネ.イブブ系※・系系 voy たwス入み 
糸作け収ス入

桑 ﾡ 上ﾡ・くずﾡ②販収ス入及が条計は仰けiス入

米 ・ 生 A 物 絆内. 残@.無・ クナギ コイ・牛乳などのﾡた収入及 
多才土向け4ス入

林 & 物 冰 ﾡネ・ mダ・ 下草 •マッタ ケ な ごo販収入及び系計 
向収夕入. 王入は決条役配ﾡナっ.

q 工 宅 力d 切千し. 体 茶ﾡる、木・ﾡなど②販たW入ス公必 
計イ土向け4タ入

財産用収入 財 利
牛写負安料・、作料・ﾡ子. 配当なYの収ス入スた物 
冬地用役く糸向け)

ﾡ及び体収入 ﾡ崎久、イ令・ み松手当仅入

帯助功会及贈現会 ﾡﾡ急新系・ 改系林功公・ 8和新会・春入. 
表糸ま媒助会-- __________ -----__ .---------

収ス 入 雅
肥料 为殿 ・ さ小枚具 ・ おﾡま・ちﾡなどの以た収入 
るﾡのﾡた4入・くず米、稲わらの敗え収入烈び糸計はG 
け夕入枚米共済公・ﾡくいなどのﾡ会 ・ ﾡ入

.. ... ... . --......

得的9支ﾡ日 別内ふ例示

ﾡ ・ 内 意

: 配 、. 4 ・ xtAアンそニア. 過燐酸石灰. る及て どo購入なら x 
入に付喰した そ ②他 ﾡ入ﾡ文 出
米スカ.フスマ.ダイズカス. 配合智料などの意命ﾡ料の尽入メ払 
xらどに感入に付陸した到雲*のバ入ﾡ賞求し

系 系条球入払な ら しにﾡ入付 ﾡ した重そ②の貼入
要类小_______________________________

ス ﾡ るﾡ入犬

二— • ﾡ
そ. ネギイ ズ x ご②浪物建子 条 * ・ 采樹 w g そ木く 林 
木のを木はふく p \)のﾡ入k I ら びﾡ入に付ﾡしたこ 
その他②ﾡ入確共夫払

小 め 物 
_____

小 物
条始、ウサギ・ ァヒル・ コ ィなご○小ゆ物のバ入・大よ k i 
らどﾡ入て付他した運賞 その他購入粮資又に •木,!、 
物付け料

--
ハ、核 ﾡﾡ s vc。 a 上 価 な クフ. カマ な ごo小換沢 な ら ポ茶 m :

ﾡ○時入夫払 及 が大小桜央体だ ﾡ文 払

作系用水服 作 mR 枚ﾡ及し来※ら作ﾡの ための袱服 (作求衣. 金がレ ミ ノなこ) ： 
_承物く地下ダ・ゴムろなどゝﾡ

和工 派料 栢 ンクメン製造の合の小ﾡ・ 賊先目的の 製糸の 陽台9 ボ黑 
なごの貯>央________ __  _ __------------  

材 料 # 依.本体・なわ、ﾡﾡ用物ﾡ く ずな ど○p入メ

&}*n ﾡ た る系木ス. ﾡ求 *央ﾡゝメ及そﾡ料、払 を健济 球 
ﾡメ入ﾡ及びそ メ 料決 なな exr*-****-----------** ***** ・

A問 条利 舞
泉ﾡの医派ﾡよ.作物病を防除2Kすろ然ﾡIﾡ入央 

など_____________

ﾡ 修 総% 建 縦 支物○許*修総に柔した材ﾡ入スなら に方気ヌ

光 賃 引 え 准係究賞又よ. ただし物縄才停多代○所つ大エ・左宮のチ女 . 
メ払は英物村修ﾡﾡに今まだク—

' ﾡ 0 利 3 A ヌ 1 ﾡ念ﾡパ設犬会刊子ヌよ ス ふﾡA償刊 子ス払
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翌 ・ 略 称 内 ふ

料
中 勇 賃 他 料 入出 .そこスり%・女 3 製ス 47 が 合 キ 
料 ﾡ(合 レン テ ル購入 メ 条ﾡ市ﾡ 入ﾡ 扱 
手玄社ネ払4ビ

小、 作 料 小作 料 借り 入に対ナろ小、作スないメ

水 ォ 大 * 水利経合 'f ど○ﾡ方トネるﾡナろ&ﾡ的用ヌ
一 •一 J- 一 ～ • *琴- ・-マ季義義澤琴幸番・希番番番零季 琴幹 千 .■• - • • • • - • • - 一.― ー ・*幸 • ▼

税公採 統

彷咨状 ・ 非1 统現 • 著糸 その他 の 道附 系び・ﾡ町 試状
・文資を北. 枚糸え糸己系用台報中れ・新系協が大・地独m 
経sら責. 幾来協阿須V報金などの文払い又み

災 考 係、除
・・

共済係険料. 火災係除スそつ他ゆ災考係険料の支払

健 ヌ ' 以上。 目 I2 合まれないナべて② る 令 もユウれ水み共など

系、計責ﾡ目別］ 内 例］ 示

%

..  = ・*ャ----卜--・------------------------------------------*-----*-- - 一—.. ・ー 一--  .. *** (

内 る

A 米 ※ 自条イ米ﾡ、もちﾡとして②うろち来もち米ﾡ入、なら 
' 糸計仕天けﾡ ・ﾡ台次

伏

物
ﾡ及い 
その他 ま 自条係甲と して裸参 、技 •アフ と工. ソバなビのﾡ入ヌ

_なら 条件ス け版 ・ ﾡ 必

・ 食 物 則
・

4A、千A-坂・を始・ A介規. 牛次 フク・子
わ・ トウフ・ ウドン・ ダイコン・ネギな、〜の購入糸払なら
% 一計仕 夂 けメA _____

*
* # 四

・ 求4・ 塔油・ 食場、カッオンごつﾡ入ヌム な 
らび安仕ヌけﾡ ( 自乐哦現少未哨. ﾡ その原料

_仕受あ>、___________ 、

# る 過・ ヲバコ. ※子. 系物・ 茶などのル入又払ならびK条計 
イヌけﾡ

ネ服及
回 リ品

〜な*.～-〜〜**..«。*堂を。*-〜-----.--.------4---------------*v- 〜〜**.*r*.---.*-*。-.～-*マ ・〜rw〜〜 » マ - * # I
本服・及・ﾡ地・ シャッ・ﾡ子・ 9バコ入・キセル な 
どの購入決kなら びIネ服 用としてのﾡ。 家計仕夕けか

ww ・ ' デ
目 : ・s 林 内 会 、

i 住 共
•

ﾡ子上ﾡさどのゐ財天よ. 植木子入ﾡ系k、建 
物こ地役住央け契-----------

具及び糸財浜 条 央
ンス・ 私ち・下ﾡ・社パト・大ト・大着・ フトンカX・ 

系成・ポベナベ・カマ・ホウチョ>ホオ・パライ 神物などっﾡ入ズ 
ならどr 以上。 材 レて。 木 ・ 7 な ¥。 条仕ヌけ具

4 木※.求.ﾡ炭・ 乙.マッ+ なv ○父な らどをネ. 
栄 染松 系狂なご女井生受けぷ

®*.た系べ 夕べヌム. る鉄ぬゐかなごろ入

水
小学本・ヤ4株.高キ株・ 大*なごろ投*料、文あ具るう 

他の ﾡゝ女ならどにﾡそ糸式な ど
i

修糸スい米糸資 修多
神i. 確sを、つ畑代. 旅市墀怒会気. ﾡ中状人ﾡなヒ 
e央動・式乏◇入、支くじ・2写々»・規輸かな

__ ご_______________________

案
人へ物対入入なら rd枕物条十夕け 

ﾡ よた○枚今.ふ央入. 余者・切エ・ 岡 な 
ご 次係上のA信ﾡ

广
冠始ﾡ糸ﾡ 冠

- --- - 1
自系○や噂・ 払た・供ポぐ4なごのﾡ用-.----------------------------- --------_-_ ---_ 1

緒 A 福
※5十包報斗税..有ﾡ岡長・ﾡん会ﾡ.社者ﾡ PTA.そ i
の他布会夫よ な ど ___ j

箱
上②秒ﾡに令まな\すべて②糸女ならい永4 ； 

受承. ふ妹小づかい銭.ゆ央会、家卓 傭人 くサキ •多守>の 
«今料・つけなご
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(2> う 日

こ②aそ根は. ふ営主とそ○条ﾡ風、 ならしにノ人○日 

々の仕ﾡﾡな、 労物の場く画場"林地○位 置別)と労内 

②対永く作物 条をス ど木 どo洲l) およびけら予段 

く検械 マ畜力◇利用み分 )などに&分して 記錄 ろように 

しも o ぐ、 そ○株式は次ペー ジ②通リであり ます,

こ②日ゆ%つけ2 目4そ筒報に迷べ下○通りて 

あ ソ ます. 若 国 の政家基官 氏 下共刑②うち資材ﾡくm 

料. ﾡ具. 浪業および材料など)は大*っば見ポっ 

くスケ%前検で. ろと②?よメは労ガ仲資てあろともわて 

います. した が って 泰善 次善 忆は屋常劳初の 合 化 が と く 

に大さな役例そしめろこYIZなります. そ○場合. る老労 

物 り 合理化 はた だ 及 当 りﾡ 労 伪 を 滅 らす だけが目的 

ではありません. るちろん. そのこと必大ﾡぐは»ます 

が. むしろ 内ﾡは.生A 物¥位当 ッ o 考力な滅す と x てろり 

ﾡ役る損当りに します と生虐物々減らせないばかり でなく 

増加ぐせながら作系能キるろサろ よ うス作条う法% 送ぶこ 

Yが大ﾡでろり ま す. そ②ためには労ゆ日記はただたん 

芳物日 数で ガ仲隣岡 そ救愛的tて然す ろなけでなく、 労物

i «
! s

r

・

ぎ 1
i

ロ さ
" --

i-_1

・
一二コ

__J
! J

二 1
___ 1

F

s 州 二 1
___ j __ i

n
K 
¥ *

*

1 1 •1K
・**

匹

w
1j * ・準 ・ ・ ・義 ・ ・ ・

»、

・

ミ i : *ﾡ ・ 公



-38-

o 場* 対系・手 ﾡ別z救、ﾡ そ明らかてしておかな けば 

ならない ので九 このようにて珍りますと. 矛物日てに 

入すろ系気およど 通及 なごる. 価他的 ては 何。 内係 り な 

いことです べ. 術 的ウスは1表なﾡ次% っ ことなるわ 

け て ナ

次I2記入う法« 説.明月 しま しよう.

「ﾡ場く林地ゝ及び糸ﾡる」は. 何年何月行日K、 ご 

osfr。 作米 I2何時間物 いたかる 記錄 ナ ろ ばけ で な く. ご 

と○園場. ビこ○林光スはと○条ﾡで、 ごんな仕ﾡく作ﾡ 

る ゝ *何町商 しれかという こて そ記入し ます。

T作スび作系名」ねは. Yえば岡じ稲○除ﾡ作ﾡで

&. そが何回目○除ﾡ作茶でろるかが分2ように. 地方 

一ﾡ。 よび力2しがっ て何系ﾡ販と ったふう IC記入し 

ま す ◇

「条狭 1よび権人○秀ゆいm」ﾡは. 条狭の 場合 は 主 

裏. 私那、 火キ○なして、 意人○場合は宜姓る

%こ入します. 時向は 3o分を私小ら¥位Y し. セえは 

/ロ円キなら/Y者さます。 委呼商は西場作系で林 

地作茶②場合は往役②仲mる入ろ。 すなち 住をな汝

-39 -

くからﾡすろまぐの時向そ作条時としますが、 たただし. 

ﾡ公*呪光に神参して食奪な し/場念はﾡ休大時向を送引

た時内*英労仲町向ヒ し て こ.入 します.

作求○a急ぐ非布に大勢○企入さした場合. 弟 何人、 * 

旬 人 として 合計 労伪 時 何i 記入 します, こ②場令 をへo 

る前*役で就四します&営日て恨。「こ市」欄に者ミ こん 

ておくY. メモなって立ちまナ.

「手向省」. T」 なご○物は. 受け入oとミはイ 

入労物Y円にﾡい. へ名く )さつけておまます. 返 

しいは、 画ﾡ及び家ﾡるの と ころに. 「手向かえし」 
\

『けい」 と記入して. 数翌さ著きこむこYにします。

左 o「種別」彌 は 主な 労イカ e1r1るさ まこ入 します. こo 

都门 り 分け方 は, 一加そ言いミろことがでまません。 むし 

ろ、 今合理化 %Yく Iそな要 とすナろ部内 は細 Ic. ネうぐ 

なefY1大ボっばに&分しうが通当Yﾡいます. み 

方oめ. いくっかの部内分けらヒナﾡな示しくおきま 

. ■

凍1型(福作 スびま作る 根衿 こすス意求用 )

(1) 稲作 イカ
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<2) ﾡ 作 ﾡ イカ

(3 オ 雅ﾡ物

・4) 卷 雷 労イカ

'5ゝ 一■ 和 工 労 イカ

'6)承雅み 妨

(7ゝ 林ﾡ み イカ

'8 枚備スびそ②分ゆ

2製 く作 と糸& 名 娘評 ビナ 々意 み 用)

s 稲 作労物

(2)耕雅考仲

3)表系%ゆ

(4) 番ﾡﾡﾡ秀内

(5ゝ 枚ﾡ工分ゆ

(6) 枚雅務め

(7) 糸労め

(8) ﾡ偽その化労物

オ3型くﾡ作 とA林茶を神と す/農 象用>

(1ゝ 稲作 % 物

(2) 新 紙 労 仇

(3) ■/ 労 イカ

(4) 枚然秀

5) 幾 苗仲

(6ゝ 育林 チ ィ

(7ゝ *う労物

・ 8 ) 術 マめ イ也 労 彷’

*4型く稲作とﾡ炭ﾡ 幹 ・すス労物)

<1ゝ オ 作 労 イカ

(2) 耕矛イ

(3)系承労物

(4ゝ 農 雜 労 効

(5) 用材才林物

(6) ﾡ賞林労仲

・7)-製及労ィ 

( 8 ) 本その化チ

なお、 こ②稚列は一旦決えし場令は、 途そ年及中はみ

り2ﾡ鶏しな\力 が よいと ま す

「依問ﾡﾡ具および条命る」は. 労物手般として、 何

%伏用しかを具体的に音さ ます. rくわ」マ 「か、ま」u
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どは その妥はみリ ません 、 新しいﾡ具さ 入れ たときと

• 牛*役利用 したとさ な ビは. そマY ○結采をべ 

方れめそも足非記入し て お く受がろり ま ナ

• 劭 日記 の 冥休例 を 示す と 左 の通リ ぐあ り ます 
・

(3)総&営日 まて ﾡ

この日てﾡは 「物」 ○流*日ﾡ○&営ら 行 した が 

っ て て係 しようYすろめのでろります こら日まてなっけ 

ろ目的は. ガ物日ま乙恨Y全く同じように. る考改巻に立 

つ 神 的ウな円 ﾡ点 a*ベりリ払そうと すろもみでろりますか 

ら 究第理物 日記悵 の ようz宏ま上ビ>してざこ だけIは 

まこ入 しxけよならないYやう ﾡ性 はゐりません。 しか 

し 欧場 *しいYﾡうﾡウから 生産 ろ物 そ○部m

I2 投ぜらろ 汽材 などさ 日々。 流 と共Iz て条 してウけ 

ば、. 非常る英りが多いことが沢あります◇で. る な 

けさろようおすすめします. 株式は次ページ②通ッ 

くナ. 

^
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冬営 日 そ P るね は イ 日そとろに 岡係そ っています. 

こはろヒで寄日②入上○法意ら時し くべますが、 

寄日み物いた場と問 し ﾡ具が矛仲日記ﾡく示ミ て 

ろろらそ対して 伏用*扉材料*. 労物の結生准:

f 生え物べ&せ 日記 記錄 *ろ上うになっ てい ます.

だからる考日 て恨②「本日○生心物」ﾡなよど、 「ﾡ物受

」は 幾 (カ 日 記こﾡ、。 国 別 ○ﾡ長とﾡえられろりけで 

す. このょうして. あとぐ&営○術的検なすろ共料 

がえ らろのです.

「本日生A物」^には ふぜから生A:て 吸え ミ

々か台糸消ﾡ2あて うろようなっね ﾡ林生産物 ヒ. 再

び及生産 Ic 依 される、 いヤゆ2中岡 生産物 o スﾡべ 

乙入*ろこYてなります, 表林生A物には とえ木 

チ 牛乳. 続系○立木 ﾡ ネえなどがろります. ス+ 

円生産物は稲業.准T. 背刈 飼料. %糸なごべろ"ます.

入上。 内又は . ﾡ物 な ビ。 よう-旦駅殺 *Kてから

め 、 形枚.契 製など何伏る○工程そるろも○が少く ろりま

ん. とそど9 投諾 < 生&物 ヒレて て祭 す % か、公内又 で 

ろッます. 米○ようなも○は 画上で○稲ら 求敖, っ 体
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数. 玄米。 体、糸、Yそ そ か方ことがてまろでしょう

ﾡ後2. 生虐Yして精製さ米○体ﾡは、 こ○日記 

送す者まYめておかなけばらない○ですが そ○ 

は. 歩止り調なヒいっような. 何か 相 l ○目が力 ぱ' 

しく寺くよう しうがよいYﾡいます.

F*乳Lの如く. ②日着干づつ生ﾡ*れろも○は 列zメ 

そぐも作って ークRり ま とめて入して & よろしべ 

女条ればそ②日②か% 「本a○生ﾡ物」ﾡ2求 すろてﾡ 

しことはあません

中m 生ﾡ物の然は ﾡ ﾡ良の 高い &○をし く記入すス 

よう2します. 株地か ら○ﾡﾡ が光ゐ肥オオ料 としてﾡ表て 

ろろY ころくは. ﾡメ『期 I2そ。 "系型 %「ネ日。 生産物」 

として 橘げ、 o 光及ﾡ材料 く え u えは稲茶 な ヒ) と比教 

する②もる老と って 季 でろろ 令 ありましょう 

○際なろべくﾡ¥女程を凡ﾡろ¥位 —— たとえはカゴ 

②さ*な文めておくと\った - を作っておくX イ支初 て 

ナ ©

「現物の 受込」ﾡみっ記録2 Iは外及引 Y 内ﾡ孫引の ス 

べあり ま すナ. 外部取引 Iz は生ﾡ ﾡ材の購Y ﾡ林生艦物。
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ﾡスえとかみリ ます。 ヌヌと め 「ﾡ会 祝物 日まそﾡ」○行的 

いは財産的収入. 次払く入さてあリまして、 ここ 

忆狐 翌のみな こ係 ナろ ○二1係○ よ う又、P ますが 

そっでなく . 現物。 ヌ次く &せ日記。 記鍬 ゝ と代公ら 

幻反(現. 公 况 物日 記帳 の 記寐>Yは考干の日が»ろのべ着 

Aですから &老日は代公○スね込、 百収○ﾡる用 

出未っわけです. 公ぷのけすそvそつけて、 現金物日 

こて救○ 有点なしらべろよらします

材○隣入は. 祀.料 料. 糸ﾡ ﾡﾡ具. 小表るなビ 

その換な「るる」神2. 女1x 「受入」ﾡに. 取引l② 

手うを「ヌえ」拥忆,そそもこ入しまナ. 会頼○記入o 

委は、YくIれあり ません. 取引 ○手力 は、 ﾡ協 ・ 商る 

なビそそ入します. - 及ﾡ入 しれが、 速曷 した ヒき は. 通 

去 かのぼっ て こ ○エさせず 品わな&した日○4 

未ごYYして. そ o数ﾡ % 「ム」 記こ入すろ ようし 

ます

浪林虐物ら販えは. 米. 数. な木 木次. ﾡ、 景系 果 

条. 98なビそ。 確ﾡ a 「記る」神に. 数翌な 「払よ」ﾡ2, 

系引○手方る 「受 た」狒 に で救 します
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条計向けはそみ新尿沢などのるんそ「寄る」ﾡ 教、 

ﾡを「松払J、 安計問さ「スJ神にすひ入します 入 

メ Iはな米. ﾡなビは 主 が自象○糸びっ I入 f P 

自条用。 ネ省. ﾡ油そ誠生す る合 は/は公用 ○孫料る mg工 

した砕に紀然 すろようにします.

&老台 は. 配料 % 施 f. ○目的そ 配A しリ ﾡ 上 IQ 星 

ﾡしリ そ○作素を英しり しけにるん 軟武. な 

レ a 祭 しナ.

「記革」ねは主として作物. 林木 • 系ﾡ○祝熱、 処置x 

どそﾡまヒめ. そ○他. ﾡ物 ○価でﾡへ○前. 賄央 

総合○有魚なr。 えﾡ ヒして神ﾡすろと共 条#上の諾々 

②女茶ﾡ冬入し ます.

(4) /日②ﾡ手順ﾡ

上てﾡ *んが日々 鉄 す ろ ﾡ そんる ﾡ公規物日 記Cﾡ、 

労物日ﾡ &考日ﾡ○記入う法○就明を繰ります. そ 

こでヨっ2 恨残る 総括 して. あ こ1 すろ手ﾡ% 呉的に

べておさましょう

分日恨すろことは. じめ述べたようそどうしてる

% 要 な 車柄 て ろリます. 加 橇 す ろ 時 向 は / 日 ○すべてらず 

ラ ベ休ネリ 従賞す々前 ネoa。 は 申 e み為 そかて 。

○分依さハ化ろっ次望ましいとﾡいます.」 皆杯○お名 

ぐはス老まべ. 事央上A老さ払当していらへべてﾡするょ 

うてろでしょうが、 その力 が 「用 ぐさり、 病気 

そかかったリしをgI2. A くて載不ﾡ x なろようくは継 

記錄 の 夫べろがらなくります. 一成灰根上の 的求ス 光え 

て ふけば、、 そんな もつ 久し、、もの ではな い の で す か、ら 家 

灰の人も紀殊出来らよシ 日帆へら さく相欲しながら又 

そ○日。 とヒそ ス為 しながら こ してなくと よい. 思い ま 

.

えづ夕日/a どんなィ事そしれか* ス為 す 方

このまこ然は糸○条会京べ入すると う考えうか 

ら. 一人 づっ 何/で、 どんな 仕弯 を. 何時 何. ごんな 

呉"どんな赤前そ伏っくぐったかな恐いして. そz 

ﾡ物日まﾡに認入すろ. 考、入るWはﾡく米」 ま、 

主ﾡﾡ作. 自給用畑作. 御料なY) X命く孔キ. 次 

内牛. 山羊、 めん羊、 リ など項)、 ※る

林条. 枚ﾡくﾡ. 材料林などう○*すろ。 こ根着
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る人○ﾡ○*、 ﾡﾡくﾡたゝ象命る、 泳財 及 

ひ作条るに命けて入すろ 意くの秀けるたな\ょよう 

2す々.

② 次2. そ○日○ﾡ中るへが収ﾡしる日. 故堂 ス

記帳先に 申述べ、 表なも②なる老日て恨ら本日の 生A 

物. スはあ日条消ﾡしものは. ﾡ受○払

翌 ・、数ﾡ % 入 ろ

③ 4f糸上表 な 物 くTe料 業 など>を 持ち出した も 

○は. そ○数受*仲着2中き そ宅日ﾡ○呪物らね 

加に寄る. 訳量. ヌえな記救すろ。

@ 本a中受系っ現物なﾡいしてるﾡ 教ﾡ 受込 

を入すろ. こく大体へと物物さべ 然 *こ

とI2なり ます.

⑤ あYは現会. ﾡ物日記恨の記入でめます. Aを預っ 

ていろの. 入ﾡ 系赤 ヤの雑かく 主 が多いゝにって 

い夕ようてすから そ○人○中場によって. 仕訳々しな 

がら 書いて 行きます. 信し. そのへがまたま恨すA 

・(ス不在なとさは困ろから、 合をし入しﾡはず 

入払金伝系そﾡいて おく と ょい. そ う す、 特えのヘ

入金得票 No.
=月E

抵* 1 主 係
・*ﾡ ﾡ ロ
印 印 印 日
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が財布みこそなっくいなくくる、 る承によっく会の 

し入が払ネらよう ま ナ.

ここて商ﾡに伝系ら ことそ四しておままし よう. 伝 

系にはA景 く ﾡ伝系ゝ 入会系 く 未伝系 ゝ スね 

香伝系 ○三稚がろリますが、 ここではホ有○ニ伝系 

けそ依うことにします。 これは祝会ら女し 入 が みっ/z 

新反 天な先Yﾡ表くる目 *1. そ②ゝ. 金額を —

入し 会解に入ておくか クリップでYめてナくよう 

スナるヒ ﾡ がよい ようて .(伝 承 は え方 ﾡ店く- 研 な 

円てえってﾡリます>

© る老日るヌけ入/ﾡ入物るで. ないせした ﾡえ 生 

産物なて②代会が、 そ○日ﾡ受*Yば: る営aY 

ﾡ会ﾡ物 qtとうのろこヒな"ますが、 多くは 

4aう*ます. そo". 月らかに神えで貴ﾡる 

したYミは. 前○約未にしれがっる.た ナ現公ﾡ物 日 

て入しくおく. 日らすして公○投受が行わ 

»0○は. んビうでカリますから 現会現日恨K

記入せ ナ、 eべ公○ろがろ っ て 現Aﾡ物日 記乙ﾡえﾡて 

入ゃ必請に る老日認恨②当 も夕ﾡz V*つけろことlは

前にのべね通リ くお ナ

か、くて 系、Iえまこﾡ柄の こ入 します

(5) 月未の計続

これから分月のみはじめろ雨系っネは. 前月分の 決 そ す 

2日と きめましょう. ねって/カ月。 記然 *条ず計し ぐ ら 

いでは &営* 改 する有効なメうﾡは もらえないかも知

セんが、 この 地道 な労力がなくては. 何る○8符ら 

ない○ですから 性えさ:す頑ﾡって下さな。 月々e 

-才○労力 で年未で 分期 木 o ﾡ べも○すごく業になリま

現会現物日 記こ松、。 ﾡ

オー. 「系仕向け」 ○月 未入 *します. こ. 

すて2例示し通りてす。 生 ﾡ物 o 家計 仕向け と 共 I<. 

ネ負えﾡるたなく. オニI2. 「ﾡ的収入」・「財産的 

伙 入」•「航符 的メム」・「財た仲メ4」・「糸計ス払」○そ

*rっ\て、 /力月分。 テ計*して1そ入して 

おく. そ%次表○ような. 現金現日て恨、月が糸計表

I ﾡす しくおく
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労け 日記帳の集計

うガゼﾡは、作物家命. 林木など忆投下 まえ 

ゆ呼所 % ネそ 把板 ナることで力ります。で」 ﾡ物 

◇釈. ヘ列 紫べじそ となります. 次表は そっ- 

例』です. こ今外. 改巻る登とすち部口1マ作物は4っと 

しく. 生座段階 まで 区分 して 集針 した 力松 よろし い.

*の他みめる中とした年ヤ行すふ*々ヒ 救ヶ岡 

。 比とﾡべ でま. 仕 が、計通,fI<» らろようになろ



百 て、ﾡ、戸 別 宗 計 表
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秀 ゆ対系 

く作物.お動.林木)

『—.. -- - --- ..;.… -
ﾡ入ﾡィ |ﾡ物手校

会営主
: 計

・____ -
引 計®力物力

耕 型 水 稲
1 !

:_ - - 小__  •費 2
j1 1 

:1 1
! 1 :

- • ,, ,

1f

義 ・ 乳 牛 '

・ 二
・1
・

---------------- 二
堆 ﾡ 和. ._
比 永

1 ・
林 ※ . 1

下 刈
: :

二: --

須 % 二
N 同 ・

1
千向し 1 二111I1 ---- i 一」 ---------
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経芝 日ま.の 月別集計表

③② &営日そﾡの月別ﾡ計は、 こ係さて生A物と生A資 

材才のス. 払火先 別 な ど・を明 らかIzす ろ

生&モ 販元董 &心向受 そ産型 ( 考

：A

； 物

;_______

I .-

こ

る る 入費 在序更 う

.
生

度

資 

材

o
ヌ

______

払払並 水ﾡ 大楽 .... -- 締 今

ー ・

イ

/
資

イ*\

滋

—

Q

: 
i

1 ♦

・
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6 株署同選

次②取引を税A物日記報z記入し マ下さ\

3月/a

(1)・前月よリ。 繰越合 243o 円

(2) 写然ﾡ子を4質ﾡ協より購入。 /貧みり40q

/ し<aな財急 よ り を

(3) 生糸/ポンドﾡ入 代/スクク円

(4) サバ 4ん財入 4o A

3月ス日

c1ゝ 名米4ォ条はﾡ くる者&220q )
c2) 意ﾡよりるみを系スダ購入。 ノダ47o円外I&通人/

夕2つき /よ円

(3) 今番らへﾡ祝、 ﾡ/ス ス。叫

(4) 我 刃 空 幸代 o円

(1ゝ 私女9イ月会 23o円

(2) ネギ/ク質&吹ﾡなへﾡえ. /気みたり3$円

(3) タバコ 3個財入 代 9o 円

月4日

(1) 4入へ九2行く, ﾡ平式及び小之 oe円. その 

崎 o ﾡ こして ミカン 2oe 円 ﾡ入

(2) 玄米3品248 払 く る 当 s2o。 q) そ。 ほ代 

/あたリ タク 円 そふくめてﾡ急の月公□座Iにふリ 乙 

み ,

ヌﾡケ日 - ,

(1) 甘ﾡク承協へ跡た. みたリ40円

(2) ﾡﾡ研究公ﾡ村上氏I夕払っ ラ。四 ・ »• •
(3ゝ シャ ツン ノ財入 3ァ円

(4 条計仕々すみ台米3販 J8ク 円

3月4日

(1) ﾡ子Aス本隣入 ノ本みたリ oR
(2) ﾡﾡ2ﾡ入 ベ/。円

(3) マッチ大ス宿ﾡ入 "。剛

(1ゝ ﾡ4子請/3目みしく央ﾡけ)3o0円 その 判

%ごし公 3on
(2ゝ ウナギ3 ﾡ及協へﾡえを父した。係烈会 xいて soo

円 受々
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(3 主へﾡﾡ代 /22 円

月&a
(1) 得税的付、 オ/ﾡ分4se9円

(2) 鶏4 4○個山田向なへﾡ掛け く ノ個 /3ロ )

(3) ﾡ合金«2o0円*引払した

(4ゝ カマホコ$購入 /$2円

(5) ﾡ人Aﾡ3A分央ね $oR

3月7日

(1) 大uら肥料ﾡ系○手岡省えろ. (男子/e

3ee円)

(2ゝ 肥#道走系セメントスﾡ浪協よりﾡ入 ベィeo円

(3) ie消共系功一車購入 K4eoA
(4) カ ポチャ 裡 冬. ﾡ系ﾡ店nてﾡ入. 代«。円

月/2日

(1) 旅太らへﾡﾡたﾡ代え cooA
c2ゝ 26夕酒/掛ﾡ\ c8よ円

c3) 家ﾡQDTス金ﾡ入. /4e円

3月//日

() 象社台 み台米3と 下又ﾡ 2&Y物刻 く 地下

そ糸/え ス/合 )

(2) 位誌、代半 力年 分又払い 34e円

(3ゝ 根女小並いダ /e。 円

(4 丄 本為 治部②運ﾡに牛・神ﾡ3日質ﾡ、 質料 

として希合○来 受 く /永ろり e円)

夕月/ス日

(1) ﾡ8○東u田らI 販え く/来す2円ゝ

(2) 伊料Tフスス3依岡口製かへすし入れ. 手付会ヒ

し < スe。 円 文 ね い .

c3 包数用さなわﾡﾡ波協よりメ入 べ←o円

(4 ) カマ/ 丁浪協 より財入 代>。円

5) ﾡ◆停チ用公解購入 代タスo円

タ月/3日

(1 ネギ /2 A吹な へ神え りく/貫Fnゝ

<2 ) コンニャクスT購入 ベスn 、

( 3) 棟 亥 ス斗象仕向くるゐリ 4 so。 円 )

4 精刻メく枚協て ) 代 ・2 円

3月 /4日

(1) 利 氏状 前期 分納付 /oス8 円
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(2 ※協へ本月フ日 みﾡえ ウザギ (/ ろ たり 

3/4 円ゝ ネっうち/2つき4叩 手数料 として送引 

爪れた

3f/ケa

(1) 浪糸神に会2好く.入場よ。.円、 往役を車系/ス。 

円. 途中て財布をすらた. 中味パ820円

3月/4a

(1) 今条ら長条衛 笑会そ込済に木ん. 4eee円

(2ゝ 石ﾡﾡ校のマグネットを修した. 代3eo円

(3ゝ クワスT ﾡ川鉄工所で多型 $eo円

3月/78

(1) 色A月A 2 oo。 円引払し

(2) 和牛 時価 222e2円 ○牛と 久し 会 /oee。 円 

る打っ

・3ゝ 来山生4係険オレス百分ねみ、 e○円のうちﾡ当 

。 円X引.

3月/8日

c1) 電灯 料天払い. ス月分ス2R

c2) 大らへ手向営IC行く.(3月ヲ日②&し)
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(3ゝ 食場/キロ購入 ス3円

(4) カビ然ﾡ入 ス+円
・ミ Y

3月/ア日

(1) 田ﾡ店よりﾡた神け公受領く 3月8日o分)
-, . ・*て '

(2) 分ふ長糸衛ﾡ米て未々. く今 の 漏 求代、ヒして米又 力 

/キる 愛取 ッ. 条命 ○御料 とナろ.(見ﾡ F ゝ

c3) ラダオﾡ系料2. 3月分入 2eR

(4) 本らﾡ気ﾡ舞I2ﾡ的 /3個そ象ナ方 (兄積3・ ・

円) そ みえとして ぐo円 \ z な\ ね

3 月 ス2 日

(1) 古新岡2貫 ﾡた べ 2o。 円 :.

(2) 茶ﾡ3個購入 代/スeR

(3) ねカッオ スﾡﾡ入 べ3o円

ラ月ス/a

(1ゝ 洋 供験御 布Yして 2ee q と台ネJオそ新進す夕 

く台米は系針は向済○分 /&スゝ

(2) 堺外ﾡスギ松3水ﾡ入 /8on

(3) m代ﾡ4(3月分) 220円

(4) ニニシン 4o0夕ﾡ入 /ス。 円
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月2ス日

家計 甲自ﾡタィヤ、 チユ - 入れ替え. ベ/ケeo円

( 2> ス承芝2/日分のと し く 条土向 ナみの白

系ス そﾡす.(う須 3$。 円 )

(3ゝ ヒﾡ用 クリーム /個ﾡ入 /スo円

(4> タバコ $個牙入 /2円

3 月 ス 日

図 ロ 製か よ リ 人 入子 f ◇ フ スマ 3依ﾡけ取っ(依

あたり4o円. 3月バスの分) 手付会差引いて済

c2) ゴムゾオリ /天購入 ズル 円

(3) キャラメル ス個 ﾡ入 e 円

月2な日

(1) 消石及及協よりﾡ入 ノタo日○うちす○日z 現会

. 残ぷな 8ee q をおト以を する。

c2) 減神永考附 o 円

(3) 漫麻用ﾡ /0枚XﾡIZてﾡ入 フo円

(a) ャギき針及手ﾡ料えい oq

3月2+

(1) 魚政商 店 よッ ネギえ掛会烈領 く3月/3日>

-65-

'2) ホウレンﾡう貫 販光く気 on ゝ

/3ゝ ﾡに料用不未2疲く/袋 eスe 円 > と 米スと物刻

(4) ダシジャコ 20条 ﾡ入 ス"e日

タ月ス4日

(1ゝ 上ず浜承&べﾡI (残会3○。o円 ゝ

(2ゝ 8池/斗購入 foe 円

'3) ﾡ油/斗ﾡ入 Soe円

(4) 決Az系く木月3a〜$a 宮前uス

ギ合 分 /*oo円

夕月ス7日

(1) オ4 有林 除伐. 下 "lり o /日 くだし女ない 場合

は o。 円納入ゝ

(2) ミソ用粒コオジ購入 4o円

(3ゝ ミソ 用 大え ノナ 家計 /土 向 兄ﾡseo円.

ふ日

(1 山本& 力 の 新桑 工 爭 秋ﾡ究ﾡとして、 合米スヌけ

ろ.く /州 クチ 円 ゝ

(2) ﾡ* マキタ◇永 ﾡた く/永ろリ 2onゝ

(3) 字冷茶 2o。 タﾡ入く ノクo夕あた リ ユ。。 円 ゝ
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(4> 下安へる央 /e。 円

ラ月27a

(1) ラ共済保除えねい 23。円

(2) ね材 木方 よ リ 太田uスギ ス2o る. 手付会として

—67 —

ス2 22o円 ヌﾡリ 行ﾡ会と すろ

(3) 殺用及ス家計用自ﾡﾡ ス20円 ﾡ入

月◇日

<1) 紐合会引 女し 2ee円

(2) 及場へﾡﾡい消るス メ払 く3月ス«8分)

(3) アンゴラクサギ/ 番ﾡ入 /スo。 q

(4) ・本らう 着物仕立てヌ系ろ 3○o円

3月3/a

(1)
(2ゝ

(3)

ニフトリ /ﾡ系計仕向 兄穢 4oe 円

コンニヤク3Tﾡ 3o円

本月分条計仕台 ネ ギ ヌ質くメ←円 ゝ

ダイ コ ン /貫く貫 2$n >

ハクサ イ 貧く貧 on >

ゴ ボ /ﾡ(質 P。円 >
ケイラ ン /8 個@ く /個 /J 円 )

• ﾡ ス2素く来 42円 う

稲 わ ら /2永く未 /o円 )
ﾡ物及び名地n役 ノア。 円
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あ 当

人上

12 は じ

つ \ 乙

ぐ「林兼 ﾡ系会済」○ 日記 恨ﾡら こ入う法ら 読 ・月

ま す.

、ろう

とこ ろ

々 ② きてﾡ ご'け

入 Iは ﾡ、カ

阻み

充分

らべ

が 限

て な

な の

c の

り) ま

AIﾡえ

法 $こは

ぐ

ま づな日 々 々 取引 な 記録 すろこ X

こ の ﾡまはゃっY ロ Iて 2 ビ

年 ]

つ て

で・ す

ま

\

では.

せ ん

ら

そこて 今図は

けろよう

ﾡのィカ

ナ と

Iは、ろ後か

と め

る ②

し か

頭か

て

し

専 L て

と さ

こ そ

忆なられた

解ます ろ

く

め>

ナ

す

ろ こ

ろ

か ら

才 め

んらん

② 云て て

とが払来く

物 邮 の 結 系.

ますます

から記入の

し. ﾡロミ

しまえ ば. 何 で、ど

は、 次ﾡむっかしく

成系は 日

て /年っ未 か

はじめく今る 仕士

こ れ ざけ ぐは 不

手統そ全杏

えする人

く\こと

感ずろむ

イIにして、 この日 ぎこ松、パ ス ラ

ぐ

の

ス

ら、

こ と

ミ な

\ と

す

ぐ

ラ

がミ

ナ

¥ 哲

及ﾡ麻ﾡで

Iてしましよう

合ﾡ契 年次決

なお. このぐ疑向②お方は どんどん下ﾡﾡに武向
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■ 京都 百承&下目ポ4一272 

林茶除場 &ﾡ部 き汝林ﾡ研究生 

終 ず 仲 二 

ては 気よくきミつづけく下*

(未 え

はお こ の日E熊は干ルミ t マ / クます n ご購\ヵ御 

用下さい., ,

ﾡ会日根 <槻正男編 自計入意詠経考 i)

日恨 こ/F。所き沢社終行(大預ホ北生島3引新ﾡ 

社引い 赤替 大孫73よ7考ゝ 「ぶﾡへざバ、の外 

い目計式意着ま n .3悵 ただ2dH ﾡ計 

弦え快八 解義 4 ﾡ を 販え しマ、、 r , M ミ I； 説明 La
・rュ.永与)済共 大州ル坐る 自計べX快4 .• 

ドみ帳& ネ 「しの 2あ クaすいら ニ t 

お京猟な4tえ分で寸。 , "

ラ日記旅終谷引»加一: o旅送 ﾡ計べ意ま縄間選 

2キ入うす 会 今松洽編集 県 謀*術協会を (刺京新 

&配ケ示 /一24赤感 ホホ ノ?4よ/) 経ﾡ引版 た店 

/oh 当料 48円 によっマiすのマ 本筋詬書ぐ説明 1 

た ジ と さ»恨を3 の レ•、'木" おおめ下3、。


